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花沢A遺跡の調査と出土品 
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花沢Ａ遺跡の発掘調査

米沢市教育委員会
文化課 佐藤智幸

2019年7月14日（日）

～縄文時代中期後葉の集落跡～

○花沢Ａ遺跡の概要

●遺跡の立地

・米沢駅の北西、約700ｍ地点

・最上川（松川）東岸の河岸段丘上

・遺跡の大半は住宅地

・発掘調査場所は、近年まで果樹園
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調査場所

最

上

川

米沢駅

○花沢Ａ遺跡の発掘調査

●これまでの調査経緯

・昭和62年（1987）に第１次調査
→複式炉を伴う竪穴住居跡の発見

・平成19年（2007）に第２次調査
→大木１０式土器が多数出土

→縄文時代中期後葉の大規模な集落跡
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○第３次調査に至る経緯

●宅地造成工事に伴う緊急発掘調査

・平成２９年４月に試掘調査を実施
→土坑や住居跡を確認
→多数の土器を確認
→Ａ区は盛土で保存、Ｂ・Ｃ区を調査

・調査期間：平成２９年 ６月１２日 ～
１０月 ６日

・調査面積：3,170㎡
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遺跡の概要
○遺跡の年代

→ メインは縄文時代中期末葉
（今から約4,500年前）
※遺跡の年代観は後ほど

→ その他、縄文時代後期、奈良・平安
時代及び近現代の遺構及び遺物が確認
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花沢Ａ遺跡

○花沢Ａ遺跡の発掘調査について

●検出遺構

・土坑約300基、竪穴住居跡2６棟をはじめ、
総数約400基の遺構を確認。

→縄文時代中期後葉が大半

→一部、奈良・平安時代、近現代の遺構も
確認。

・ピット、溝跡も少数確認。
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この写真を見て、
何か気付くことは
ありませんか？

竪穴住居群

空白地（広場）

土坑群
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竪穴住居群

空白地（広場）

土坑群

空白地
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○花沢Ａ遺跡の発掘調査について

●集落構成

・東側が居住空間、空白地を挟み、西側が
土坑群

→集落構成は環状もしくは弧状

・土坑群を単独で見ても、中心部が空白地

○花沢Ａ遺跡の発掘調査について

●検出遺構

・竪穴住居跡

→２６棟検出
ただし、炉を伴わないものは要検討

→大きさは、直径4.5m、確認面からの
深さは40cm程度。

→住居の形態から３種類に分類
（報告書による）



2026/4/1

10

●竪穴住居跡の３つの形態

○Ａ形態

→花沢Ａ遺跡を代表する住居形態で
１５棟が該当

→複式炉を伴う住居跡

○Ｃ形態

→壁柱穴を有するが、炉は伴わない。
３棟が該当

○Ｂ形態

→円形及び楕円形の竪穴状遺構。
６棟が該当

○Ａ形態

４号住居跡・７号住居跡

複式炉
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○Ａ形態

５号住居跡

複式炉

○Ａ形態

９号住居跡

複式炉
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○Ａ形態

10号住居跡

複式炉

○Ａ形態

11号住居跡

複式炉
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○Ａ形態

12号住居跡

複式炉

○Ａ形態

13号住居跡

複式炉
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○Ａ形態

18号住居跡

複式炉

○Ａ形態

19号住居跡

複式炉
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○Ａ形態

23号住居跡

複式炉

○Ａ形態

25号住居跡

複式炉
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○Ｂ形態

11号住居跡

複式炉

○Ｂ形態

２号住居跡
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○Ｃ形態

15号住居跡

●複式炉の３つの形態

・花沢Ａ遺跡で検出された複式炉には、
大きく３つの形態がある。
（発掘調査報告書による）
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●複式炉の３つの形態

○Ａ形態

→土器埋設炉と石組炉に灰原を有し、
袖石を伴わないもの。

○Ｃ形態

→土器埋設炉と石組炉に灰原を有し、
袖石を伴うもの。

○Ｂ形態

→土器埋設炉のみで、石組炉及び袖石
を伴わないもの。

※複式炉の部位の名称は、研究者により相違が見られるが、本報告では、
発掘調査報告書で共同執筆した手塚孝氏が用いた用語を使用する。

○Ａ形態

５号住居跡検出複式炉
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○Ｂ形態

18号住居跡検出複式炉

●複式炉

・報告書で示した、３つの形態以外に着目
すると、次のことが指摘できる。

→袖石を伴うもの（有袖）か、無袖か

→埋設土器が単体か、2個体（連接）か

→埋設土器が一重か、多重か

→ 多様な形態の複式炉
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※ここで用いた部位の名称は、複式炉を示す際の一般的な
名称を用いた。

無袖、単体、一重（７号住居）
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有袖、単体、二重（11号住居）。土坑転用？

フラスコ型土坑の上に複式炉を構築

無袖、連接、二重（４号住居）
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○花沢Ａ遺跡の発掘調査について

●検出遺構

・土坑

→大きく5形態に分類

・Ａ形態：小型のフラスコ型土坑。貯蔵穴。
・Ｂ形態：小型の土坑。柱穴あり。落とし穴。
・Ｃ形態：大型のフラスコ型土坑。底面平底。
・Ｄ形態：大型の土坑。底面平底。
・Ｅ形態：小型の土坑。墓壙。

土坑Ａ形態（DY75）：小型フラスコ型土坑。
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土坑Ｂ形態（DY55）：小型土坑。

土坑Ｃ形態（DY12）：大型フラスコ型土坑。
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土坑Ｄ形態（DY77）：大型土坑。

土坑Ｅ形態（DY261）：墓壙。
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土器出土状況①（DY53土坑）

土器出土状況②（DY119土坑）
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○花沢Ａ遺跡の発掘調査について

●出土遺物

・大木10式の縄文土器が大多数

・特徴的な遺物として、石剣、石製管玉、
土製管玉が1点ずつ出土。

・遺物総数 コンテナ約150箱
総数約68,000点。

・石器は、石鏃や石匙、石錐、磨製石斧、
凹石、磨石棟等が出土。

・土器は227点を復元。

土器
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土器

「波状口縁突起鉢形土器」（HY5出土）
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石器

○花沢Ａ遺跡の発掘調査について

●まとめ

・集落構造を考えるうえで、居住空間と土
坑群が分かれていることが明確に確認さ
れた。

・住居（複式炉）において、複数の形態が
確認された。

→ 環状もしくは弧状に連なる

→ 型式差？ 形式差？
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○花沢Ａ遺跡の発掘調査について

●まとめ

・土坑の形態

→ 集落の中心人物の住居？
・５号住居の特異性

→ 貯蔵穴、墓壙、落とし穴

○花沢Ａ遺跡の発掘調査について

●まとめ

・放射性炭素による年代測定を実施。

→ 古い年代で12号住居跡：4145±20

→ 新しい年代で9号住居跡：4080±20

→ 5号住居跡：4125±20

→ 絶対年代で、約4100年前
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○花沢Ａ遺跡の発掘調査について

●今回の調査の問題点（課題）

→ 試掘調査から発掘調査、整理作業、
報告書刊行までの時間、人員、予
算の著しい制限・制約。
（調査に要する費用は開発者負担

＝原因者負担）

→ 地権者（個人）と米沢市教育委員
会との受託契約により実施。

→ 市町村が担当する民間開発（≓営
利行為）に起因する調査の限界。

○花沢Ａ遺跡の発掘調査について

●今回の調査の問題点（課題）

→ 発掘調査報告書は刊行したものの、
遺物については十分に整理できて
いないのが現状。

→ 本来、現地調査２年、整理作業２
～３年は要する分量。

→ 詳細な分析は長期的な今後の課題。


